










｢『メディア実践系』 授業の作り方 (総論)｣ では,
甲南大学文学部社会学科で行われている３つのメディ



















松川が ｢はじめに｣ ｢おわりに｣ と１を, 西川が２を,
辻野が３を分担執筆し, ３人で全体を読み合わせたう
えで加筆修正した｡
｢創作過程論｣ (２年次配当) は, 社会学科のカリ
キュラムの中では応用領域 ｢メディアコミュニケーショ
ンと表現｣ の科目の１つである｡ 同じ領域の科目に
｢映像文化論｣ ｢情報社会論｣ ｢イメージ論｣ ｢サウンド・
スケープ論｣, 本稿で紹介するメディア実践系科目の






11 デジタル・ストーリーテリング (DST) との出会
い
筆者松川のデジタル・ストーリーテリング (以下,










た｡ 現地語が読み書きよりも, 歌や演劇の中の ｢語り｣
で生き生きと使われているのを目の当たりにし, 大学
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を介したコミュニケーションであれば可能だ｡ 公益財
団法人トヨタ財団のアジア隣人ネットワークプログラ









たアリトー・シークエイラ (Alito Siqueira) 氏だった｡
ちょうど, 彼もゴア大学社会学科 (Department of So-













ブルテ (Himansh Burte) 氏, システム・エンジニア





するには, 人手も資金もない｡ 今なら YouTube や























DSTは, パソコンでデジタル写真, 音楽, 自分で
原稿を書いて録音したナレーションを統合して制作す
る ｢自分語り｣ の動画のことである｡ 近年, スマート
フォンにも動画制作アプリが入り, 個人が動画を作る






リカのデイナ・アチュリー (Dana Atchley) による
｢ネクスト・エグジット (Next Exit)｣ と題したアー
ト・フェスティバルにおけるパフォーマンスから始まっ
ている｡ 彼はローカル劇団のプロデューサー兼演劇コ
ンサルタントのジョー・ランバート ( Joe Lambert)
に出会い, ランバートのパートナーであるニナ・ムレ








で, 3 日間連続で実施される｡ ストーリーサークルで
のお互いの語りの披露, グループでのパソコンによる
作業を経て最後に個人は１つの DST作品を完成させ
る｡ つまり, 自分語りだが, 他者と語り合い, つなが
る中で作成するという特徴がある｡
CDSの活動はアメリカに留まらず, 世界中に波及
している｡ CDS のウェブサイトによれば, “Inter-
national Health and Human Rights” をテーマとした活
動として, アフガニスタンの女性の語りを記録する活
動, 南アフリカの女性たちの自分語りについての活動,
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的なものである｡ 日本における DST実践で, CDSの
ものに近い形として, 愛知淑徳大学メディアプロデュー
































た DST作品を上映する｡ それにより, 履修学生は,
授業で何をするのかという具体的なイメージを掴むこ









一度 Adobe Premiere Elements 10 を使ったが, 2014
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図 11 ｢『創作過程論』 授業プロセス｣ 松川作成
年度, 2016年度, 2017年度は Microsoft 社の Windows








































した DST作品, ｢母だが母ではない Momnot Mom｣
を観賞して, グループでディスカッション, 発表
(グループワーク, 15分)
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写真 11 ｢ワークショップの冒頭では, グループ分け




な DST作品を作りたいのか, アイディアを出す (④)｡
何もないところから物語を構想することは難しいため,
CDSのランバートの著作 (Lambert 2009) を参考とし,
(１) 人についての物語, (２) 自分の人生の中の出来





























パソコン実習室に移動し, 原稿を Word に打ち込みな
がら再修正する｡ 原稿が完成した後で物語の構成を考

















































































前に履修学生は DST作品を提出する｡ 筆者が, 班ご
とに作品をフォルダーに分けて Microsoft OneDrive
にアップロードし, フォルダーを共有してリンクを取
























制作された DST作品について, 公開の可否, 公開
する場合に制作者の名前を出すかどうか, 学生本人の
判断を把握するために最後の授業でアンケートを実施
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筆者西川は, ｢総論｣ で述べたとおり, アメリカ,
イリノイ州に１年間の在外研究中, NPOのアート・
メディアセンター (Urbana-Champaign Independent


























































SHOW のなかでも放送した｡ この実習は, 学生にとっ
ても, 筆者にとっても, 日本社会や文化の ｢当たり前｣
を身近な暮らしのなかから見直す機会となった｡
たとえば, 2014年10月2日に放送した ｢日本語の一




































メディア｣ (HCM, 神戸市東灘区) のスタッフとして,







MEDIA ROCCO (Ａ班) か HARUKANA SHOW (Ｂ
班) のいずれかを選択する｡ Ａ班は, 学内の教室か
HCMのスタジオで MEDIA ROCCO の番組の特集コー










DIA ROCCO や HARUKANA SHOW で実施している
仕組みと基本的には同じである｡ MEDIA ROCCO で
は, 毎週土曜日の午前11時から１時間, HCMが借り
ているスタジオ空間 (神戸市東灘区岡本, 以下 HCM
スタジオと記す) から定期配信を行い, また神戸市内,
時には市内を越えて兵庫県内の各地に赴き取材, 配信
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も実施している｡ HARUKANA SHOW については,
西川が毎週土曜日午前９時 (夏時間は８時) に自宅の
パソコンからインターネット映像通話サービスを使い,








を接続し, 映像を Ustream へ配信する方法を試みた｡
ところが, 臨時のスタジオがある建物では構造上,
Wi-Fi がつながりにくく, 実習の本番では, せっかく
作った番組をうまく配信することができなかった｡
Ｂ班の実習では, WRFUからの協力を得て, 授業





でつなぎ, 番組を制作, 現地で生放送し, その様子























る勉強会 (以下 ｢ピアラン勉強会｣ と略す) を開始し,
教職員に参加を呼びかけた｡ ｢総論｣ で述べたように,
自主的な勉強会での情報交換と率直な議論をとおして
さまざまな ｢事情｣ が分かり, また教科書がない ｢授
業作り｣ をすすめるうえで, 参加者にとっては実践的
な学びの場となった｡ たとえば, 第５回 (2016年11月
24日) の勉強会 ｢地域と連携しながら, 学外へ発信す




ROCCO の番組制作スタジオとして使い, ① Ustream
配信 (ビデオカメラ＆ライブシェル) の有線 LAN,
WIMAX 接続, ②持ち込みパソコンの konan-net 接続
を試みたが, うまくいきませんでした｡ 今年は, 学内
での番組配信を諦め, 学外にある MEDIA ROCCO の










konan-net による接続, ② eduroam による接続, ③ IP
アドレスに登録した機器からの接続｡ それぞれについ







2016年度の ｢メディア文化論｣ の実習では, ME-
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図 21 ｢2017年度 『メディア文化論』 実習構成概要図｣ 甲南学園情報システム室作成




一方, HARUKANA SHOW の番組制作については,
情報システム室へ協力を依頼し, ２つの教室で利用す
るパソコンに IPアドレスを割り当てた22)｡ これによっ
て, 多数の学生がスマートフォンで wrfu.net にアク
セスしても, 教室と学外をつなぐパソコンの安定した
インターネット接続が可能となった｡ また, システム・
エンジニア (SE) に授業支援を依頼し, テレビ会議







関係部署と相談し, 準備をすすめた｡ また, 第16回





SA) の10名が参加した｡ この勉強会後, 西川と辻野












(WRFUスタジオ, MEDIA ROCCO の Ustream サイ
ト) をつなぎ, 番組を制作, 配信するのに必要な機材
とネットワークの ｢構成概要図｣ であり, もう１枚は,
そのために, どのような機材が必要であり, 情報シス









川と辻野, 情報システム室, 教務部, 文学部職員が
参加した打ち合わせを行い, この図をもとに, 実習の
機材, システム, 分担, 日程を話し合った23)｡ 2017年
度は, MEDIA ROCCO の番組制作も, 大学内の臨時
スタジオを使用することとし, 情報システム室, 西
川, 辻野が, この日の議論をもとに加筆, 修正して,
図 21, 図 22 ができあがった24)｡ こうして, ｢大学の



















方を中心に紹介する(図 23, 図 24 参照)｡
まず, ５回にわたる概論①の終わりに ｢中間レポー
ト｣ の課題をだし, その後の実習への参加の意志を確
認した｡ 受講生は, MEDIA ROCCO の動画配信と
HARUKANA SHOW のラジオ番組の配信・放送を試
聴して批評し, 実習において自分が希望するＡ班
(MEDIA ROCCO) かＢ班 (HARUKANA SHOW) の
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希望, 20名がＢ班を希望した｡ Ａ, Ｂとも異なる学年
が組合わさるように４名ずつに分け, チーム A1, A2,























の３つのテーマは, MEDIA ROCCO が特集としてさ
らに充実させていきたいと考えているテーマでもあり,
学生ならではの視点が加わった特集が制作されるので
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図 23 ｢HARUKANA SHOW 番組制作プロセス｣ 西川作成










に絞っていった25)｡ また, 各チームの企画案を, Ａ班
の場合は, HCMの企画会議にかけ, Ｂ班の場合は,
HARUKANA SHOW のスタッフに送り, それぞれか
ら丁寧なコメントを受け取った｡ 各チームは, スタッ
フからのさまざまな ｢問いかけ｣26) を受けて, 番組制








前節で述べた図 21 ｢構成概要図｣ と図 22 ｢準備物





では, アメリカの WRFU ラジオ局スタジオと教室の
パソコンとを実際に接続, マイク, ヘッドフォンの設
定をした｡ 523教室では WRFU のストリーム配信の
受信とプロジェクターとの接続を確認した｡ 最初, Ｂ
班の２チームがラジオ・トークのリハーサルを行い,
これを, Ａ班が MEDIA ROCCO のリハーサルとして
ビデオカメラで撮影し, 映像をライブシェルを使って
Ustream へ配信することを試みた｡ また２つの教室を





















の役割分担, 番組テーマ, 構成, 内容解説, 参考資料
などを記した最終説明書を作成した｡ この頃から各チー
ムは, ｢メディア文化論｣ の授業時間外に自主的に集








一方, HARUKANA SHOW の通常放送では, 第352
回 (現地時間12月15日) に, この特別放送のスケジュー




Ｂ班の WRFU のラジオ番組, 2018年１月はＡ班の
MEDIA ROCCO の動画配信である｡ 次節では, 2017
年度の ｢メディア文化論｣ のメディア実践として, 先
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教室へ機材を搬入した｡ 辻野と SAが, 社会学科, 教
務部, HCMからパソコン, マイク, ヘッドフォン,






年明けの MEDIA ROCCO の動画配信にそなえた機材
設営, 撮影と配信のリハーサルもかねている｡ また,
準備と本番の様子を, 松川が教室で動画と写真に撮影





予定では, 10時30分には, 全ての準備が整い, ２限
開始の10時40分に WRFUスタジオにいる番組ホスト
の筆者と教室とをつないで直前の打ち合わせをするは




には映らず, 様子が分からないまま, 学生たちの ｢声｣
を頼りに, 予定どおり, 10時50分に放送を開始した
(写真 22)｡ この時, 日米の離れた場所からの参加者
が, 番組進行を記した構成表を共有していることによっ
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写真 22 ｢525教室で, チーム B4による HARUKANA
SHOWのトーク本番, 2017年12月21日｣ 松川撮影 写真 23 ｢放送終了後, 523教室と WRFUスタジオを
つなぐ｣ 2017年12月21日 松川撮影









も WRFUも, 会費や寄付を集め, 何とか助成金を得


































2017年度の ｢メディア文化論｣ では, 12月21日の教
室でのラジオ番組制作の実習の様子を松川が撮影する
とともに, アメリカでも, 番組スタッフのトーマス・




ガルザが 『聞こえますか／Can you hear me?』 という
タイトルのドキュメンタリーに編集した｡ この番組の
制作, 放送に関わった人々 (甲南大学の学生, 教職員,














Ａ班の１チームが番組を制作, 配信し, また, 『聞こ
























もち, ３年次配当の ｢発展研究Ｆ｣ を受講する学生も
いる｡ この章では, Ａ班の MEDIA ROCCO の番組制
作・配信の実習については, 多くふれることができな
かったが, 続く３で, 辻野が ｢発展研究Ｆ｣ を中心に
映像制作の授業について詳しく述べる｡
｢発展研究Ｆ｣ (３年次配当) は, 文学部社会学科
の応用領域の５領域の１つ ｢メディアコミュニケーショ












ビッド・プラース (David Plath) 氏から映像人類学を
学んだことだった｡ この実践的科目を通して, 文化人
類学のフィールドワークにおける記録と成果としての
映像作品制作の重要性を学び, “Volunteers and Local
Media in a Time of Disaster” をテーマとして, 初めて




















































HCMと記す)34) である｡ HCMは, その活動拠点を置
く神戸市東灘区に住み, 学び, 働く人びとをつなぐ場
所とメディアをつくるため, 地域の住民, 大学, 商店
街などの有志が2010年８月に特定非営利活動法人とし

















用したインターネット放送局 ｢MEDIA ROCCO (メ
ディアろっこう)｣ を開局することに決めた｡ そして
2012年10月13日 (土), MEDIA ROCCO は開局記念番
組を神戸市東灘区岡本から世界へ向けたライブ配信















































































度は ｢つながり｣ を, 2015年度から2017年度にかけて
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つ担当者を募り, 取り組む｡ 使用ソフトは Windows
のパソコンならインストールされている PowerPoint
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写真 37 ｢映像作品は DVDに収録保管｣
４ おわりに






ない｡ ｢総論｣ で西川が述べたように, ３つの ｢メディ
ア実践系｣ の科目におけるメディアは, ｢多様な文化
のなかで暮らし, 学び, 伝え, 人とつながるコミュニ
ケーションツール｣ と捉えられている｡ そこでポイン
トとなるのは, ｢他者｣ の存在である｡
｢創作過程論｣ では, 学生という ｢身近な他者｣ に
自己を開く｡ ｢メディア文化論｣ では, 地域メディア
を通して, 自分たちの暮らしを発信し, ｢他者 (地域
や海外)｣ に伝える｡ ｢発展研究Ｆ｣ では, 学生という
｢身近な他者｣ との関わりに加え, 大学が位置する地
域の住民という ｢他者｣ と取材という営みを通じて関
わり合いを持つ｡ どの科目でも, 機材, 教室空間が限
定されている中で, 履修学生たちは15回の授業の中で

















く, これらの授業の成果 (DST作品, ラジオ番組,





ションツール｣ として捉え, ｢他者との関わり｣ を意
識した実践を行うことにより, ｢アクティブ・ラーニ
ング｣ が意味する ｢主体的な学び｣ を教室の中にとど




2016年度後期に ｢メディア文化論｣ を履修し, 2017年



































Siqueira 氏に感謝いたします｡ ｢メディア文化論｣ に




ROCCO, HARUKANA SHOW のスタッフからは, 学















1) この ｢ピアラーニングについて考える勉強会 (ピア
ラン勉強会)｣ の詳細については, 西川による ｢『メディ
ア実践系』 授業の作り方 (総論)｣ を参照のこと｡
2) 詳しくは松川 (2014) を参照のこと｡
3) インドの教育制度において, 日本の大学に相当する
のはカレッジ (College) で, ３年制である｡ インド






(Higher Secondary School) である｡
5) Storycenter のウェブサイトを参照のこと｡
6) Windows ムービーメーカーは, Microsoft 社が Win-










7) ｢遊び｣ については, 小川 (2016) も自身の ｢メディ
ア・コンテ｣ のワークショップを行っていく上で重要
であると指摘している｡




9) この動画は, YouTube で視聴可能である｡























































(菓子) を渡し, 表彰する｡ また, １位の作品が出た
班にも, グループで良いパフォーマンスができたとい
うことで表彰する｡




て, 自己紹介の PowerPoint ファイルを制作し, プレ




調査研究の詳細は, 西川 (2012, 2013, 2014), メディ
ア実践をとおしたアクション・リサーチとしての方法
論については西川 (2016) を参照｡ また, 2015年度か






ルドワーク研究｣ における ｢ZINE大会｣ (西川2017)
などのアクティブ・ラーニングの方法として応用して
いる｡
18) HARUKANA SHOW Podcast No. 184, Oct. 2, 2014
｢日本語の一人称の多様さ｣ with Konanseis｡
19) ライブシェル (Liveshell, Cerevo社) とは, パソコ
ンを使わず高画質の映像をライブ配信できる小型配信
機器で, Ustream をはじめとする配信サービスを使い
ライブ配信を行う｡ その他に YouTube Live, ニコニ




依頼し, ｢特別番組の放送枠｣ の承認を得た｡ また,
実習を実施した後は, 改めて会議で報告している｡ 毎
年, 現地で依頼と報告を行うことで, WRFU のメン
バーからの理解と全面的な協力を得ている｡ MEDIA




は, Skype あるいは, Google の hangout を利用した｡












24) さらに MEDIA ROCCO と HARUKANA SHOW の








台風～｣, A4 ｢あなたの知らない世界の年越し｣ であ
る｡ Ｂ班の HARUAKAN SHOW のトークのテーマは,
B1 ｢若者ことば｣, B2 ｢ミニマリストになるとしたら｣,
B3 ｢居酒屋文化｣, B4 ｢先輩・後輩の上下関係｣, B5
｢日米の学校給食｣ である｡





























出すとよい, という話をした (HARUKANA SHOW
PodcastNo. 352)｡
28) ｢メディア文化論｣ のＢ班の実習の本番前には, 西
川からは各チームにメールを送り, 番組の進行を確認
し, ｢トークの内容が人を傷つけないように充分に配
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地時間の2017年12月20日, 27日, 2018年１月３日の３
回にわたって生放送・配信した｡ その収録を編集して,




SHOW ウェブサイトの Podcast No. 353, 354, 355, 356




























32) 『Over Falling Walls』 は, 阪神淡路大震災を契機に
誕生した多文化・多言語コミュニティ放送局 ｢FMわ
いわい｣ (兵庫県神戸市長田区) が, 日本人住民と外
国人住民の間にあった壁を崩し, 交流を生み出してい
く情景を描いた映像作品(乾清可氏との共作, 1997年)｡
オーストラリア, メルボルン大学, Japanese Studies






35) 甲南 Ch. ｢ビデオカメラを手にキャンパスから地域
へ：社会学科のメディア実践系科目 『発展研究Ｆ』｣
参照｡




































・2009 Digital Storytelling, Capturing Lives, Creating Com-
munity (third edition), Digital Diner Press.
松川恭子
・2012 ｢デジタル・ストーリーテリング (DST) を利用
した地域文化の理解・発信に向けて：奈良の事例を中









ク｣ 『甲南大学紀要文学編』 No.163, pp.133152
・2014 ｢地域の多様性をつなぐメディア実践：アメリカ,
イリノイ州, アーバナ・シャンペーンのメディア表現
者たち｣ 『甲南大学紀要文学編』 No.164, pp.113132
・2016 ｢アクションリサーチ法｣ 工藤保則, 寺岡伸悟,
宮垣元編 『質的調査の方法：都市・文化・メディアの
感じ方』 第２版, 法律文化社, pp.144155























Garza, Thomas 編集, 松川恭子, Thomas Garza, 西川麦
子撮影
・2018 『聞こえますか /Can you hear me?』 (長編41分46





・1997 Over Falling Walls
URL
Grassroots Media Zine : http://grassrootsmediazine.org/
HARUKANA SHOW: http://harukanashow.org/
HARUKANA SHOW Podcast :
http://harukanashow.org/archives/category/harukana-
show-podcast
・No.184, Oct.2, 2014 ｢日本語の一人称の多様さ｣ with
Konanseis : http://harukanashow.org/archives/3335
・No.353, Dec.22, 2017, SKU Special ｢日本の居酒屋文
化｣ withチーム B4, ｢日米の給食｣ with チーム B5 :
http://harukanashow.org/archives/9339
・No.354, Dec.29, 2017, SKU Special ｢先輩・後輩の上
下関係｣ withチーム B3:
http://harukanashow.org/archives/9388
・No.355, Jan.5, 2018,SKU Special ｢若者ことば｣ with
チームB1：http://harukanashow.org/archives/9423













MEDIA ROCCO ーカイブス on Vimeo :
https://vimeo.com/mediarocco
・2016年度メディア文化論 A2班 MEDIA ROCCO制作
番組 ｢家族の団らんとなべ料理｣
https://vimeo.com/198567918
・2016年度メディア文化論 A3班 MEDIA ROCCO制作
番組 ｢保久良神社への道のり｣
https://vimeo.com/198569080
・2017年度メディア文化論 A4班 MEDIA ROCCO制作
番組 ｢あなたの知らない世界の年越し｣
https://vimeo.com/252333163
・2017年度メディア文化論 A3 班 MEDIA ROCCO制作
番組 ｢自然災害の対策～台風～｣
https://vimeo.com/252331375
・2017年度メディア文化論 A1班 MEDIA ROCCO制作
番組 ｢六甲アイランド サマーイブニングカーニバル｣
https://vimeo.com/252311897
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